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『不思議の国のアリス』 はスペイン語に
どう訳されているか ⑶
髙　橋　節　子
TAKAHASHI  Setsuko
¿Cómo se traduce al español Alice’s Adventures in Wonderland? ⑶
はじめに
　前回、前々回１に引き続き、『不思議の国のアリス』（以降『アリス』と略す）
のスペイン語訳を検討していく。検討した版は前２回と同様、以下の11冊
である。出版社、国名、翻訳者、出版年の順に記す。
１.Anaya、スペイン、Lourdes Iñiquez Barrena訳、2011
２.Fondo de Cultura Económica、メキシコ、
　　Luis Maristany訳、2013
3.Editorial Losada、アルゼンチン、Delia Pasini訳、2010
研究ノート
　　　　　　　　　　　　　　　
１　高橋（2014）、高橋（2015）を参照。また、原作については、Lewis Carroll, 
Martin Gardner, John Tenniel（1999）を参照する。
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4.Editorial Legado、コスタリカ、José Argueta Reyes訳、2011、
　　Kindle版
5.Torito Press、Martín Monreal訳、2011、Kindle版
6.Editorial Porrúa、メキシコ、Adolfo de Alba訳、2012、Kindle版
7.BN Publishing、UK、訳者名記載なし、2007
8.Jorge A Mestas Ediciones、（以下Mestasと略）、スペイン、
　　Ramón Buckley訳、2007
9.Longseller、アルゼンチン、Eduardo Stilman訳、2010
10.Valdemar、スペイン、Mauro Armiño訳、2006
11.Siglo 19、メキシコ、F. Alberto Alba訳、2012、kindle版
　『アリス』に出てくる詩の大部分は当時よく知られていた歌のパロディー
である。短いもの、長いものを含めて10余りになる。当然英語のリズ
ム、韻律に従った詩の形になっている。しかしながらそれらの歌をスペ
インの韻律に則ってスペイン語に翻訳しているのは二つしかない。Luis 
Maristany訳のFondo de Cultura Económica社のものと、Ramón Buckley
訳のMestas社の２版である。それ以外の9版は、いくつかの例外を除いて、
ほとんどすべてが英語の意味のみを翻訳した散文詩形式のものであり、韻
律詩の形式を取っていない。
　さらに、この二つのバージョンのなかで、すべての詩歌を音節数、押韻
ともに韻文の形で訳しているのは、Ramón Buckleyのみである。特に、非
常に長い歌もすべて韻文の形で翻訳しているのは見事というほかはない。
　ここでは、代表的な詩を五つ取り上げて二つの版を中心に、どのように
スペイン語に訳されているかを紹介することにする。
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Ⅰ．“How doth the little crocodile”
　初めに第２章で現れる短い詩を取り上げる２。この詩は韻律の形で訳し
やすいので、11版の中で6つの版が詩の形式での訳を試みている。
１．Fondo de Cultura Económica（Luis Maristany訳）　
¡Ay, el po-bre i-no-cen-te co-co-dri-lo, 
   かわいそうな無邪気なワニさん
có-mo a-pro-ve-cha su bri-llan-te co-la
   キラキラ光る尻尾を使って、なんて上手に
y de-rra-ma las a-guas de o-la en o-la
   ナイルの波をかけるんだろう
por sus be-llas es-ca-mas en el Ni-lo!
   きれいなうろこに
¡Qué a-le-gre es-tás cuan-do mues-tras los dien-tes,
   歯をむき出す時とってもうれしそうだね
con qué ce-le-ri-dad a-bres tus ga-rras
   なんて敏捷に爪をたてて
y a los pe-ces sa-lu-das y des-ga-rras. 
   お魚たちに挨拶して引き裂くんだろう
¡Se cue-lan por tus fa-u-ces son-rien-tes!
   みんなにこにこして君のお口に入って行くよ
（p.19）
　　　　　　　　　　　　　　　
２　すべての版が詩の部分を訳出しているわけではない。例えば、１のAnayaはこ
の詩を訳出していない。
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　原作の『アリス』にかなり忠実なスペイン語訳となっている3。しかし、
意味だけではなく、韻文の形で訳出しているのはさすがである。一つの行
が11音節で構成されている。母音連続（sinalefa）の部分には波線を引い
て示してある。韻律の形は rima consonante4（子音韻）で、強勢のある母
音以降のすべての音を合わせている。
１段落：-ilo, -ola, -ola, -ilo
２段落：-ientes, -arras, -arras, -ientes
１、２段落ともABBAで韻を踏んでいることが分かる。
２．Mestas（Ramón Buckley訳） 
A un- pa-nal -de ri-ca miel 甘いハチ蜜の巣に
¡e-le-fan-tes a-cu-die-ron!  象さんたちが集まってきた
y por vo-ra-ces mu-rie-ron  食いしん坊で、死んじゃった
¡pre-sas sus trom-pas en -él! 鼻が巣から抜けなくなって
O-tro den-tro de un- pas-tel だれかさんは蜜のお菓子の中で
¡co-mí-a co-mo u-na li-ma! がつがつ食べていたよ。 
Y a-sí, si bien se e-xa-mi-na, で、よくよく調べてみたら
¡e-le-fan-tes gor-din-flo-nes 大食漢の象さんたちって
pe-re-cen en las pri-sio-nes 牢獄で死ぬんだよ
　　　　　　　　　　　　　　　
3　原文は以下の通りである。（p.23）
　“How doth the little crocodile
　　　　Improve his shining tail,
　And pour the waters of the Nile
　　　　On every golden scale!
　“How cheerfully he seems to grin,
　　　　How neatly spreads his claws,
　And welcomes little fishes in,
　　　　With gently smiling jaws!”
4　rima perfecta（完全韻）とも呼ばれる。
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de-l ham-bre que los do-mi-na! 空腹に支配されて 　　（p.20）
　２段落から成り、各段落が5行、１行が8音節で構成されている。母音
連続（sinalefa）の部分には波線を引いて示してある。また、１行目と4
行目は単音節、5行目は最後の音節にアクセントのある語で終わっている
ので、詩的には２音節とカウントされる。従って、すべての行が8音節に
なっている。
　第１段落、２段落とも、rima consonante（強勢のある母音以降のすべ
ての音を合わせる）である。
　１段落は、el, ieron, ieron, el, el（abbaa）で韻を踏んでいる。
　２段落は、ima, ina, ones, ones, ina5（ccddc）で韻を踏んでいる。
　『アリス』に出てくる歌はオリジナルのパロディーになっていることは
すでに述べた。
　このRamón Buckley訳のゾウの詩にも実はオリジナルが存在する。
Félix María de Samaniegoの童話詩の一つ「ハエ Las moscas」である。 
A un panal de rica miel  甘い蜂の巣に
dos mil moscas acudieron 2000匹のハエが集まってきた
que por golosas murieron 食いしん坊で、死んじゃった 
presas de patas en él.  蜜に足を取られて
Otra dentro de un pastel あるハエはケーキの中に   
enterró su golosina.  蜜を隠したよ
Así, si bien se examina,  で、よくよく観察してみれば
los humanos corazones  人間だって
　　　　　　　　　　　　　　　
5　imaとinaは、同じ音ではないが、非常に似た音なので韻を踏んでいるとみなさ
れる。（参照：http://www.circuloypunto.com/blog/2014/10/27/la-rima）
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perecen en las prisiones  牢屋の中で亡くなっているよ
del vicio que los domina. 自分の欲望に支配されて
　原作に出てくる「ハエ」とは違って、Buckley訳では、子供にとってよ
り馴染み深い「ゾウ」が出てくる。ゾウが出てくる一番有名な子供の歌は
次の数え歌であろう。
Un elefante se balanceaba  ゾウさんが一匹、蜘蛛の巣の上で
sobre la tela de una araña ぶらぶら揺れていたよ
Como veía que resistía  大丈夫なのを見て 
fue a llamar a otro elefante. 他のゾウさんを呼びに行ったよ
Dos elefantes se balanceaban ゾウさんが二匹、蜘蛛の巣の上で
sobre la tela de una araña ぶらぶら揺れていたよ
Como veían que resistía  大丈夫なのを見て
fueron a llamar a otro elefante. 他のゾウさんを呼びに行ったよ
Tres elefantes se balanceaban ゾウさんが三匹、蜘蛛の巣の上で 
sobre la tela de una araña ぶらぶら揺れていたよ
Como veían que resistía  大丈夫なのを見て
fueron a llamar a otro elefante. 他のゾウさんを呼びに行ったよ
・・・・・・
　Ramón Buckleyの訳は原作の『アリス』に忠実ではない。しかし、『アリス』
に出てくる詩がオリジナルのパロディーであるところはしっかりと踏襲し
ているのである。
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３．BN Publishing
　BN Publishingはかなり健闘しているといえる。この歌は完全韻（rima 
consonante）を踏んでいる。２段落１行目のsonrienteと4行目のcuando
は、本来ならばそれぞれ、3音節、２音節なのだが、そうすると8音節に
なってしまうので、son-ri-en-te、cu-an-doと二重母音を分立させることで
（diéresis）6、１音節増やして9音節にしている。licencia poética（詩的許容、
詩的破格）とよばれる一種の裏技である。
　１段落：9音節、ilo, ante, ante, ilo
　２段落：9音節、aza, uda, uda, aza
¿Qué ha-ce el pe-que-ño co-cod-ri-lo 小さいワニさん何してる
pa-ra al-zar la co-la vib-ran-te  ブルブル尻尾を持ち上げて
y en do-ra-da es-ca-la bri-llan-te  輝くうろこに
con-mo-ver las a-guas del Ni-lo?  ナイルの水をかけて
Son-ri-en-te, es-pe-ra la ca-za   ニコニコと獲物を待っている
a-fi-lan-do su ga-rra a-gu-da,   鋭い爪を磨いて
y a los pe-ce-ci-llos sa-lu-da   お魚たちにあいさつするよ
cu-an-do en-tran por su bo-ca-za.  大きな口に入ってくるとき
（p.58）
４．Valdemar（Mauro Armiño訳）
　Valdemarの以下の詩を見てみよう。Valdemarは、この詩だけは韻律の
形で訳している。他の詩に関しては散文詩となっている。
　各段落が4行、各行が8音節で構成されている。こちらも3のBN 
　　　　　　　　　　　　　　　
6　http://repdeval.com/Circulo/Taller/metrica/medidadelosversos.htm
　　http://poesiavirtual.com/index.php?ir=reglas/medida.html 
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Publishing 同様に、２段落4行目のsonrienteをson-ri-en-teと二重母音を分
立（diéresis）させることで、１音節増やしている。韻律は母音のみが韻
を踏むrima asonanteである。
　１段落：8音節、i-o, a-a, i-o, a-a
　２段落：8音節、ie-e, e-e, ie-e, e-e
Ved al á-gil co-co-dri-lo  びんしょうなワニを見てごらん
que con su co-la lus-tra-da 輝く尻尾で
e-cha las a-guas del Ni-lo ナイルの水をかけるよ
en sus es-ca-mas do-ra-das. 自分のキラキラ輝くウロコに
Ved-le có-mo a-bre los dien-tes, 歯を開けるのを見てごらん
¡qué a-le-gre cuan-do be-be 嬉しそうだね 
y a-bre a los pe-que-ños pe-ces 小さなお魚たちににっこりと
su bo-ca-za son-ri-en-te!  大口開けて飲み込む時
（p.58）
５．Losada(Delia Pasini訳）
　もう一つ、Losadaの例を見てみよう。韻は踏んでいるが、音節数が揃っ
ていない例である。１段落目は１行目が10音節、２行目は8、3・4行目
は9音節である。２段落目は１・２行目が12音節、3・4行目が11音節と
なっている。
　１段落：4行、8～10音節、rima asonante（i-o, a-a, i-o, a-a）
　２段落：4行、11・12音節、rima asonante（i-a, i-a, a-a, a-a）
¡Qué bien u-sa be-bé co-co-dri-lo（10）
    赤ちゃんワニがとっても上手に
su lar-ga co-la i-ri-sa-da（8） 虹色の長い尻尾を使って
『不思議の国のアリス』 はスペイン語にどう訳されているか ⑶
−147−
vir-tien-do las a-guas del Ni-lo（9）
    ナイルの水をかけているよ
so-bre sus es-ca-mas do-ra-das!（9）
    キラキラ輝くウロコに
¡Qué cor-dial sim-pa-tía a son-re-ír lo a-ni-ma!（12）　
    なんて心から嬉しそうに笑うんだろう
¡Con cuán-ta fran-que-za sus ga-rras es-ti-ra（12）　
    なんて素直に自分の爪を広げるの
y mues-tra a los pe-ce-ci-tos la en-tra-da（11）
    お魚たちに入口を見せているよ
con gen-ti-les y ri-sue-ñas qui-ja-das!（11）
    親切でニコニコした顎の入口を
（p.49）
６．Porrúa（Adolfo de Alba訳）、Torito Press（Martín Monreal訳）
　電子書籍はおしなべて訳に工夫の跡がみられない。ただしこの詩に関し
ては、PorrúaとTorito Pressが健闘している。Porrúaでは、各詩行が8音
節で構成され、-ilo, -ilo, -ilo, -mente, -mente -menteで韻を踏んでいる。た
だし、最後の詩行だけは韻を踏んでいない。
El pe-que-ño co-co-dri-lo  小さなワニさん
por las ri-be-ras del Ni-lo ナイルの岸辺で
se pa-se-a, tan tran-qui-lo. 散歩している、ゆったりと
Sa-lu-da muy gen-til-men-te 優雅に挨拶している
a los pe-ces y son-rien-te 小さなお魚さんたちに
los aco-ge, a-ma-ble-men-te,  やさしくお口にお迎えするよ
en su bo-ca y los en-gu-lle. そして丸飲みさ
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　Torito Pressは、各行が8音節で構成され、偶数行が韻を踏んでいる
（-ama, -ama, -ida, -ida）
¿Có-mo ha-ce el co-co-dri-li-to ちっちゃいワニさん
Con ca-da do-ra-da es-ca-ma? 輝くウロコに何してる
¡Le sa-ca br-illo a su co-la,  尻尾をピカピカにしているよ
Con el a-gua que de-rra-ma! お水をかけて
¡Qué son-ri-sa tan a-le-gre,  なんて嬉しそうな笑顔なの
Qué ga-rri-ta tan pu-li-da! なんてとがった爪なの
Y a los pe-ces, con sus fau-ces そしてお魚たちに、喉を開けて
Les da la bien-ve-ni-da.  ようこそいらっしゃい、ってね
Ⅱ．“Fury said to a mouse”  
　3章にはネズミの尻尾の形をした詩が出てくる。ここでは、韻律がより
明確になるように行の形を変えてある。実際はねずみの尻尾のように曲が
りくねっていて、終わりにいくほど文字数が少なく、文字の大きさが小さ
くなっていく。どこからどこまでが詩行（verso）なのかが分かりにくい。
１．Fondo de Cultura Económica（Luis Maristany訳）
　4つの段落でできている。各段落は4行、１行は八つの詩的音節からな
る。子音も含めて韻を踏むrima consonanteである。
　各行（verso）は8音節からなる。母音連続のある音節は波線で示して
ある。行の最後の音節にアクセントがある場合には詩的な音節は二つとカ
ウントされるので、１段落と4段落の行はすべて１音節がプラスされ8音
節と数えられる。各段落の脚韻は以下の通り。すべてaabb型となっている。
　１段落：8音節、on, on, al, al
　２段落：8音節、usa, usa ana, ana
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　3段落：8音節、erro, ero, ado, ado7
　4段落：8音節、ez, ez, al, al
Fu-ria in-ter-pe-ló a un ra-tón  犬のフリアは尋ねたとさ
que sor-pren-dió en un rin-cón 家の隅で捕まえたネズミに
“Con-vo-ca-ré un tri-bu-nal  法廷を招集しよう
que no cues-te ni un re-al. １銭だってかからない
¡Eh, va-mos! No hay ex-cu-sa, さあさあ、言い訳なんていらない
que a-quí soy yo quien a-cu-sa, ここじゃ、告発するのは俺だよ
que en ver-dad es-ta ma-ña-na 実際、今朝は
de es-to só-lo ten-go ga-na” それこそがやりたいことさ 
Le di-jo el ra-tón al pe-rro ネズミは犬に言ったとさ  
“Es-ti-ma-do se-ñor, pe-ro  でも、犬の旦那
si no hay ni juez ni ju-ra-do, 裁判官も陪審員もいないんじゃ
tal jui-cio es-tá des-car-ta-do”. 判決はおじゃんですね
“Se-ré el ju-ra-do y el juez”, 俺が陪審員で裁判官の両方さ
di-jo el tai-ma-do,“a la vez. ずるがしこい犬は言ったよ
Y la con-de-na en to-tal  で、判決は、結局
Se-rá pe-na ca-pi-tal.”  極刑さ
（p.31）
　　　　　　　　　　　　　　　
7　erroとeroは同じ音ではないが、非常に似た音なので、韻を踏んでいるとみな
される。（注6参照）
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２．Mestas（Ramón Buckley訳）（p.32）
　先のLuis Maristany訳が4段落だったのに対し、こちらは１段落増えて
5段落である。各段落は4行から成り、１行はLuis Maristany同様に8音
節である。押韻はすべてrima consonanteである。１段落の２，3行は最後
の音節にアクセントがあるので、1音節がプラスされて8音節とカウント
される。
　１段落：8音節、ía, ón, ón, ía
　２段落：8音節、icio, orte, icio, orte
　3段落：8音節、era, er, er, era
　4段落：8音節、encia, ado, ado, encia
　5段落：8音節、unto, ado, ado, unto
Un pe-rra-zo cier-to dí-a  ある日、一匹の大きな犬が
en un os-cu-ro rin-cón  家の暗いすみっこで
de su ca-sa ha-lló un ra-tón 一匹のねずみを見つけたとさ
mien-tras el sue-lo ba-rrí-a. 床を掃いているとき
Vien-do el mo-men-to pro-pi-cio ころあいをみて
pa-ra dar-le el pa-sa-por-te  印籠を渡したよ
¡Es-to no hay quien lo so-por-te! これをがまんできるやつなんかいない
le di-jo  ¡Va-mos a jui-cio! 彼に言った。裁判をしよう
Pe-ro ... ¡No hay pe-ro ni pe-ra!  でも…　でももへったくれもない。
Un jui-cio he-mos de te-ner 裁判をやろうぜ
no ten-go na-da que ha-cer おれは特にすることがないんだ
a-sí que va-mos a-fue-ra.  だから外にでよう
¿Y pa-ra qué ir a la Au-dien-cia? どうして裁判所に
di-jo el ra-tón a-te-rra-do. ネズミはブルブル震えて聞いた
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No ha-bien-do juez ni ju-ra-do,  裁判官も陪審員もいないのに 
no ha-brá quien dic-te sen-ten-cia. 判決を言い渡す人がいないでしょう
Es-to lo a-rre-glo yo al pun-to. それは俺がすぐにうまくやるさ
¡Yo soy el juez, el ju-ra-do,  おれが裁判官で、陪審員で
el fis-cal y el a-bo-ga-do,   検事で弁護士だ
y te con-de-no a di-fun-to! そしておまえに死刑を宣告する
３．Losada（Delia Pasini訳）
　Delia Pasiniの訳は完全な韻文とはいえないがそれなりに健闘している。
韻を考慮し、音節数がなるべく一定するように行を整えてみると以下のよ
うになる。音節数はばらばらであるが母音韻を踏んでいることが分かる。
　１段落：5行、7～8音節、rima asonante（o, o, e, e, e）
　２段落：5行、7～9音節、rima asonante（a-o, a-o, e, e, e）
　3段落：4行、8～12音節、rima asonante（i-a, a-o, i-a, a-o）
　4段落：4行、9～11音節、rima asonante（e, e, e, e）
Fu-ria le or-de-nó a un ra-tón（8） Furiaは家で見つけた
que por la ca-sa en-con-tró（8） ネズミに命じた   
“Va-mos a com-pa-re-cer（8） 裁判所に出頭しよう
al tri-bu-nal y an-te él（8） そこで
te voy a a-cu-sar. Ven,（7） おまえを告発するぞ。来い、
no a-cep-to tu re-cha-zo,（7） 嫌だといっても受け付けないぞ
pues de-be-mos te-ner un ca-so（9）
    おれたちは裁判事件を起こすべきだ
Es-ta ma-ña-na, ya lo ves,（9） 今朝は、見ての通り
no ten-go na-da que ha-cer.（8） おれは何もすることがない　 
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Res-pon-dió el ra-tón al le-brel（9）
    ネズミはハウンド犬に答えた
“Con to-do res-pe-to, Se-ño-rí-a,（10）
    恐れ入りますが、旦那様
sin un juez y sin ju-ra-do（8） 裁判官も陪審員もいない
en un pro-ce-so de tal ca-te-go-rí-a（12）
    そんな訴訟では
me en-con-tra-rán cul-pa-ble de an-te ma-no（11）
    私は最初から罪人扱いです
“Yo se-ré el ju-ra-do y tam-bién el juez”（11）
    俺が陪審員でかつ裁判官さ
con as-tu-cia res-pon-dió el leb-rel.（10）
    ずる賢くハウンド犬は答えた
“To-da la cau-sa juz-ga-ré（9） 事件のすべてを判断するぞ
y a muer-te te con-de-na-ré（9） そしてお前を死刑にしてやる
（p.61）
４．BN Publishing
　BN Publishingも完全な散文詩というわけではない。韻を揃え、音節数
がなるべく一定になるように考慮して詩形を整えてみると、次のようにな
る。
　１段落：4行、9・10音節、ón, ón, ez, ez
　２段落：4行、9・12音節、alga, alga, ar, ar
　3段落：5行、9・10音節、igo, igo,（onra）, ente, ente
　4段落：5行、8・9音節、igo, igo,（eso）, erte, erte
　すべての段落で音節数が完全にはそろっていない。また、１・２段落と
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3・4段落とでは行数が異なっている。しかしながら努力の跡が伺える訳
となっている。
Un pe-rro e-nor-me, di-jo a un ra-tón（10）
    大きな犬がネズミに言った。
que an-da-ba por su man-sión（8） 屋敷をうろついていたネズミに
Va-mos a ver al se-ñor juez,（9）  裁判官に会いに行こう
que te juz-gue de u-na vez .（8） 一気に決着をつけよう
No hay ex-cu-sa que te val-ga（8）
    言い訳なんかしても無駄さ
La sen-ten-cia que te sal-ga（8） お前に出す判決は 
yo mis-mo la he de e-je-cu-tar,（9）
    私自らが下してやろう
por-que hoy no tengo o-tra co-sa en qué pen-sar（12）
    今日は特に考えることもないから
Di-jo la ra-ta a su e-ne-mi-go（9） ネズミは敵さんに言った
Es-te jui-cio sin tes-ti-go（8） 証人も裁判官も裁判は
y sin juez no ha de dar-os hon-ra（9）
    誉れも栄光も生まない
y prez, y se-rá, pro-ba-ble-men-te（10） 
    多分時間の無駄に
per-der el tiem-po i-nú-til-men-te（9）
    なるでしょう
Yo se-ré juez y tes-ti-go（8） 私が裁判官で証人になろう
di-jo, lad-ran-do, el e-ne-mi-go（9） ほえながら、敵さんは言った
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Yo se-gui-ré to-do el pro-ce-so（9）
    私がすべての審議を進めよう
por-que mu-cho me di-vier-te（8） とても楽しいからな
con-de-nar ra-ti-tas a muer-te.（9）
    ネズミどもに死刑を言い渡すのは
（p.43）
Ⅲ．“You are old, Father William”
　5章に、“You are old, Father William,”で始まる非常に長い詩が登場
する。これを三人の訳者がどのように訳出しているか見ていこう。他の版
の訳者たちは、さすがにこれだけ長い詩になるとお手上げのようである。
１．Mestas（Ramón Buckley訳）
　8段落。１段落が6行で構成され、各行が8音節からなっている。
Rima consonante（ 同 音 韻 ） で あ る。 こ れ だ け 長 い 詩 を 完 全 韻rima 
perfecta（rima total）であるrima consonanteで訳出しているのは見事で
ある。
　１段落：6行、8音節、ano, ino, ano, ino, aza aza（ababcc）, 
　２段落：6行、8音節、ijo, eso, ijo, eso, ana, ana（ababcc）
　3段落：6行、8音節、eis, eta, eis, eta, asa, asa（ababcc）
　4段落：6行、8音節、ano, ento, ano, ento, uros, uros（ababcc）
　5段落：6行、8音節、ado, ico, ado, ico, ima, ima（ababcc）
　6段落：6行、8音節、ado, ia, ado, ia, adas, adas（ababcc）
　7段落：6行、8音節、ato, ila, ato, ila, ista, ista（ababcc）
　8段落：6行、8音節、ado, ado, eras, ulo, eras, ulo（aabcbc）
　一つの行が八つの詩的音節から成っている。以下、一つの単語の中に音
節の切れ目がある場合にはハイフンを入れる。また、異なる単語に渡って
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母音連続（sinalefa）がある場合には、波線で繋げて示してある。行の最
後がアクセントのある音節で終わる（silaba aguda）の場合には、一音節
追加してカウントされる。したがって、3段落目の１行目と3行目は実質
7音節で構成されているが、最後の音節にアクセントがあるので、１音節
追加されて詩的には8音節とカウントされる。
Pa-dre, pues ya sois an-cia-no,  父さん、父さんはもう年だよ
¿no os pa-re-ce un de-sa-ti-no, 無謀だとは思わないの
te-nien-do ya el pe-lo ca-no, 白髪頭をして
an-dar siem-pre ha-cien-do el pi-no?
    いつも逆立ちしているなんてさ
¿Có-mo es que no lle-váis tra-za  どうしておつむを立てておく
de sen-tar la ca-la-ba-za? 技量がないのさ
De jo-ven el pa-dre di-jo   若いときは、と父親は言った
te-mí las-ti-mar-me el se-so,  脳みそを傷つけるのが怖かった。
pe-ro hoy que sé, que-ri-do hi-jo,  でも、今となっては、息子よ
que no ten-go na-da de eso,  そんなことはどうでもよい
¡ha-go el pi-no y la cam-pa-na  わしは逆立ちも宙返りもするさ
siem-pre que me da la ga-na! やりたい時にはいつだって
Sois vie-jo pa-dre, y te-néis  もう年だよ、父さんは、それに
la pan-za bien re-gor-de-ta  張りぼて腹だよ
con to-do, al en-trar ha-béis それなのに、家に入るとき
da-do una gran vol-te-re-ta.  とんぼ返りをしたね
¿có-mo ha-céis con tan-ta gra-sa  そんなに脂肪がついて、どうやったら
pa-ra en-trar ro-dan-do en ca-sa? 転がって家に入れるのさ
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De jo-ven di-jo el an-cia-no 若いときは、と老人は言った
hi-ce mu-cho en-tre-na-mien-to,  ずいぶんトレーニングをしたものさ。
dán-do-me siem-pre u-na ma-no  良く効く痛み止め用の添付剤を
de es-te e-fi-caz li-ni-men-to. 塗りながら
Si quie-res mús-cu-los pu-ros,  もし本当の筋肉をつけたいなら
¡un fra-sco por vein-te du-ros! ほれ、一瓶、20ドゥーロだ。
Es-táis vie-jo y des-den-ta-do   あんたは年取って、歯もない
sin em-bar-go, ca-llan-di-co,  それでも、音もたてずに
un gan-so os ha-béis zam-pa-do  ガチョウ一匹、ガツガツ食っちゃう
y no ha que-da-do nl pi-co.  嘴すら残らない
¿Có-mo sin dien-tes en-ci-ma 歯もないのにどうやって
de-vo-ráis co-mo u-na li-ma? 大ぐらいのように食べるのさ
De jo-ven yo fui a-bo-ga-do  若いときは、わしは弁護士だった
y, cuan-do un plei-to te-ní-a,  訴訟があると
an-tes de ir pa-ra el juz-ga-do,  裁判所に行く前に
con mi mu-jer dis-cu-tí-a,  女房と議論したものさ
y a fuer-za de pa-rra-fa-das,  雑談のおかげで
for-ta-le-cí las qui-ja-das.  あごの骨が強くなったのさ
Sois vie-jo y es-táis ce-ga-to,  あんたは年よりで目も見えない
y a ve-ces un po-co li-la,  時々ちょっとボケている
pe-ro en la na-riz ha ra-to  でも鼻の上にさっきから
que man-te-néis una an-gui-la. ウナギをのっけている
¿Có-mo con tan ma-la vis-ta  そんなに目が悪いのに
sois tan bien e-qui-lib-ris-ta? どうしてバランスがとれるんだ。
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¡Ya es-tá bien! He con-tes-ta-do  もうたくさんだ。わしはもう
tres pre-gun-tas y me he har-ta-do
    三つの質問に答えた。もううんざりだ
de a-guan-tar tan-tas bo-be-ras. 馬鹿げたことを我慢するのは
¡Y no te me pon-gas chu-lo,  生意気な真似はやめろ
o ba-jas las es-ca-le-ras   さもないと階段から転げおちるぞ
de u-na pa-ta-da en el cu-lo! 尻に一発食らってな
（p.49）
２．Fondo de Cultura Económica（Luis Maristany訳）
　8段落から成る。１段落が4行で構成され、一つの行が11音節からなる。
ただし、１段落3行目は12音節、4段落目１行目は13音節になってその２
行だけが変則的である。韻律の形式は、強勢のある母音以降の母音のみを
揃えるrima asonanteである。
１段落：i-o, a-o, i-o, a-o
２段落：i-a, e-o, i-a, e-o
3段落：i-e, a, i-e, a
4段落：a-a, i-e, a-a, i-e
5段落：e-e, e-o, e-e, e-o
6段落：e-e, e, e-e, e
7段落：i-a, a-e, i-a, a-e
8段落：a-a, u-o, a-a, u-o
　すべてABABの形になっている。
E-res muy vie-jo, pa-dre, di-jo el ni-ño,
    もう年だよ、父さん、と子供が言った
y tus po-cos ca-be-llos es-tán ca-nos
    残り僅かな髪も白くなった
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¿no te pa-re-ce que a tu e-dad es in-di-gno
    その年でピエロよろしく
an-dar ca-be-za a-ba-jo, he-cho un pa-ya-so?
    逆立ちして恥ずかしいと思わないの
De jo-ven, di-jo el pa-dre, me te-mí-a
    若い時、父親は言った、私は怖かった
que tal co-sa a-tro-fia-ra mi ce-re-bro:
    自分の脳みそが委縮するのが
con-scien-te hoy de no te-ner ni pizca, 
    今、脳みそがぜんぜんなくなって
ha-go de mi ca-ren-cia lo que quie-ro.
    少ないながらも好きなことをやるさ
E-res muy vie-jo, pa-dre, ya lo di-je,
   もう年だよ、とうさんは、さっきも言ったが
y tu gor-du-ra es hoy des-co-mu-nal :
    今の太りっぷりは異常だよ
¿por qué al cru-zar la puer-ta, di-me, di-me,
    どうして、ドアをくぐるとき
me sor-pren-des con un sa-lto mor-tal?
    危険なジャンプをするのさ？
De jo-ven, di-jo el pa-dre, y sa-cu-dió sus ca-nas,
    若いときは、と父親は白髪頭を振った
man-te-ní-a los miem-bros muy fle-xi-bles
    手足は軟膏のおかげでしなやかだった
con un un-guen-to a un pe-so ca-da ca-ja;
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    ひと箱につき一ペソで
pue-do ven-der-te un par, si me lo pi-des.
    二箱売ってやってもいいぞ、お望みなら
E-res muy vie-jo, y tus dien-tes no pue-den
    父さんは年よりで、脂身以外は
o-tra co-sa mas-car que no sea se-bo:
    噛めない。
¿có-mo es que te zam-pas-te de re-pen-te
    どうやって突然一羽のガチョウを
un gan-so sin de-jar pi-co ni hue-sos?
    嘴も骨も残さずにガツガツ食えるのさ
De jo-ven, di-jo el pa-dre, es-tu-dié le-yes
   　若いときは、父親は言った。法学を勉強した
y siem-pre de-ba-tí con mi mu-jer
    いつも、おまえの母さんと議論した　
a-sí es-tán mis man-dí-bu-las tan fuer-tes
    そのおかげであごはまるで
co-mo fue-ron las de Ma-tu-sa-lén. 
    メトセラみたいに丈夫なのさ
E-res muy vie-jo y na-die su-pon-drí-a
    父さんは年寄りで、だれも昔のように
que tu vis-ta es de lin-ce, co-mo an-tes,
   　ヤマネコの目つきをしているなんて思わない
¿có-mo con-si-gues, di-me, que una an-gu-ila
    どうやって、鼻のうえにウナギを
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se a-guan-te en tu na-riz? ¿Es ma-gia o ar-te?
    のせておけるのさ、魔法か手品か？
Con-tes-té tres pre-gun-tas, y e-so bas-ta,
   　　　わしは三つの質問に答えた。もう十分だ
di-jo el pro-ge-ni-tor, ¡y me-nos hu-mos!
    父親は言った。うぬぼれはたくさんだ
¡Fue-ra o te a-rro-ja-ré por la ven-ta-na
   　　　出ていけ、さもないと窓から放り出すぞ
co-mo te obs-ti-nes en ha-cer-te el bu-rro!
    いつまでも馬鹿なことをするなら
（p.51）
３．Losada（Delia Pasini訳）
　Delia Pasini訳もそれなりに健闘している。Ⅱで検討した“Fury said to 
a mouse”の時と同じように、ここでも音節の数はそろっていないが、韻
を合わせる努力をしている。ただし、母音のみが韻を踏むrima asonante
である。
　全体が8段落で構成されている。以下、１段落のみ引用する。１行目が
12音節、２行目が10音節、3行目が14音節、4行目が11音節と音節数はまっ
たく揃っていない。ただし、母音韻（o-e, a-o, o-e, a-o）を踏んでいる。２
段落目以降も音節数はかなりばらばらであるが、rima asonanteで韻を合
わせている。 
“Ya e-res vie-jo pa-dre Wi-lliam”, di-jo el jo-ven.（12）
   　William父さんはもう年だよ。若者は言った。
 “Y el pe-lo se te ha pues-to muy blan-co;（10）
    髪の毛は真っ白になった。
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詩の訳において傑出しているからである。
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